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１．概要（Summary） 

可視光源により CO2を HCOOH, CH3COOH 等に還

元できる光触媒用材料の開発を目指している。本研究は

光触媒用材料として ZnS に着目し、Cu をドープすること

で不純物準位の形成によるバンド構造の制御を試みてお

り、その確認が必要である。本課題では、絶対ＰＬ量子収

率測定装置を使用し、試料の発光特性を測定したいと考

えた。得られた発光スペクトルのピーク波長等を解析し、

試料のバンド構造を推定して、作製条件や光触媒反応効

率との相関について検討した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

絶対 PL量子収率測定装置 

【実験方法】 

Cu/ZnS の作製は定電流電析により行った。電析浴に

は、亜鉛源の0.25 M ZnSO4と硫黄源の 0.6 M Na2S2O3、

添加剤の 0.05 M H3BO3、0.1 M (NH4)2SO4、0.05 M 

EDTAの他、銅源のCuSO4を亜鉛源に対して 1 mol%、

2 mol%, 3 mol%, および 5 mol% 添加した 4種類の水

溶液(以下 Cu1、Cu2、Cu3 および Cu5 と表記する)を用

いた。電析条件は電流密度 1000 mA / cm2の定電流で

40 min行った。得られた電析物について、PL測定により

光学特性を評価した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

PL 測定で得られた発光スペクトルを Fig．1 に示す。

Cu2, Cu3およびCu5において、それぞれ 452 nm, 456 

nm および 458 nmをピークとする発光が観測された。な

お、Cu1 では発光スペクトルは得られなかった。既往の研

究により、Cu/ZnS において光励起された伝導電子は、ま

ず伝導帯直下の S 欠陥へ遷移し、続いて、450-480 nm

の発光を伴って Cu に由来する再結合中心に達すること

および、再結合中心の準位は Cu/ZnS中の Cu濃度が増

加すると伝導帯やS欠陥に近づくため、Cu濃度の増加に

伴い発光のピークが長波長へシフトすることが報告されて

いる。本測定で得られた発光はこれらの特徴に合致して

おり、S 欠陥から Cu 由来の再結合中心への電子の遷移

に伴う発光であると推測される。この結果は、ZnSのバンド

間への Cu欠陥準位の形成を示唆している。 
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Fig. 1  Luminescence spectra of the Cu/ZnS deposits  
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